
Ⅲ 豊かなみどりを守り育む意識の醸成 （23,476千円）

～ やまがた緑環境税を活用する事業の展開について ～

【令和５年度】実績
やまがた緑環境税活用事業 753,129千円
（うちやまがた緑環境税 668,632千円）

Ⅰ 環境保全を重視した森林施策の展開 603,102千円（うちやまがた緑環境税 518,605千円）

① 環境保全を重視した森林整備の推進 （563,854千円うちやまがた緑環境税 479,357千円）

◆ 荒廃森林緊急整備事業 994ha（森林ノミクス推進課：563,854千円うちやまがた緑環境税 479,357円）
荒廃のおそれのある人工林や、活力が低下している里山林の整備を行い、森林の有する公益的機能の適切な発揮を図る

□ 人工林整備 事業量 605ha 294,238千円 (うちやまがた緑環境税 209,741千円）

手入れが不十分で荒廃のおそれのある人工林の整備

○ 針葉樹林維持型

人工林を適正に維持、管理するための間伐や森林作業道の設置等を行う

～多様な樹齢からなる森林が面的に配備され、公益的機能が持続的に発揮される森林へ～

○ 針広混交林型

広葉樹との混交の促進を図る強度間伐等を行う

～自然生態系が豊かで公益的機能が高度に発揮される森林へ～

□ 里山林整備 事業量 389ha 269,616千円(うちやまがた緑環境税 269,616千円)
病害虫等被害で活力が低下した里山林の再生。被害木の伐採や補植等を行う

～多様な樹種や年齢で構成する緑豊かな明るい里山林～

やまがた緑環境税による整備 380ha

国庫補助事業を活用した整備（森林環境保全直接支援事業等） 225ha

やまがた緑環境税による整備 348ha

森林景観整備・人と動物との共存林整備（市町村補助） 41ha

整備前 将来のすがた

整備前 将来のすがた

整備前 将来のすがた

② 森林資源の循環利用の促進 （39,248千円）

◆ 森林資源再生事業 86ha（森林ノミクス推進課：14,458千円）

森林の有する公益的機能の維持増進及び持続的に発揮

する仕組みを構築するために、再造林に要する経費の
一部を支援する

◆ 森林資源循環利用促進事業 44,244㎥ （森林ノミクス推進課：24,790千円）

間伐材等を、ラミナ(集成材)、合板等用材やチップ、

ペレット等の木質バイオマス燃料等として利用する
ための搬出等を支援し、環境保全に配慮した木材の
利用促進を図る

◆ 広葉樹林健全化促進事業 0㎥ （森林ノミクス推進課：0千円）

ナラ枯れ被害木を含むナラ林等を伐採し、チップ等へ
の活用に併せ、害虫の駆除とナラ林の若返りを図るた
め、搬出及び作業道の設置を支援する

10年間の森林整備面積目標
今後10年間（H29～R8）で適切に整備された森林 11,600haの増加

Ⅱ みどり豊かな森林環境づくりの推進 （126,551千円）

①県民参加の森づくりの推進 （117,853千円）

◆ みどり豊かな森林環境づくり推進事業 （みどり自然課：103,460千円）
地域住民や市町村、ＮＰＯ等がそれぞれの地域課題に沿って独自性を発揮し、かつ創意工夫を
凝らして取り組む森づくり活動等への支援
１ 豊かな森づくり活動 （地域住民との協働による里山林の保全活動）

２ 自然環境保全活動 （希少野生生物の生息地の保全活動）
３ 森や自然とのふれあい活動（子ども達や地域住民に対する森林・自然環境学習）
４ 木に親しむ環境づくり （木材の地産地消や木育の取組み）

◆ やまがた絆の森づくり推進事業 （みどり自然課：1,020千円）
企業と地域が連携した森林の保全・活用と里山の活性化に向けた取組みの支援
１ 企業・森林所有者・県による「やまがた絆の森協定」に基づく森づくり活動の推進
２ 整備森林のＣＯ2森林吸収量認証による森づくり活動の見える化

◆ 森づくりサポート体制推進事業 （みどり自然課：13,373千円）
地域住民や市町村、企業による森づくり活動を総合的に支援

②自然環境保全対策の推進 （8,698千円）

◆ 生物多様性戦略推進事業（一部） (みどり自然課：1,874千円）
自然環境の変化等についての総合的なモニタリング調査

◆ 鳥獣管理推進事業(一部） （みどり自然課：5,504千円）
里山など森林に生息する大型野生動物の実態調査

◆ 大型野生鳥獣等野生復帰事業（一部） （みどり自然課：1,320千円）
傷病等で救護された野生鳥獣の復帰支援

①森林・自然環境学習等の推進 （7,121千円）
◆ やまがた木育推進事業 （みどり自然課：7,121千円）

１ やまがた木育推進委員会の開催
２ 子どもの成長段階に合わせた木育教材の作成等
３ 「やまがた木育」を指導できる人材を育成する養成講座の開催等
４ 「やまがた木育」拠点施設としての各県民の森の機能拡充

【「やまがた木育推進方針」に基づく木育の展開】

②みどりを育む意識の醸成 （15,791千円）
◆ みどりの循環県民活動推進事業 （みどり自然課：12,636千円）
１ やまがた森の感謝祭等の開催
２ 森を守り、育て、暮らしに活かす「緑の循環システム」を体験する各種イベントの開催

（森のホームステイ（植樹）、木工体験会等の開催）

３ やまがた緑環境税の普及啓発
ＰＲパネル展の開催や広報誌「もりしあ」の発行
新聞、インターネットの動画広告等による広報活動の展開等

◆ やまがた山水百景魅力アップ事業（一部） （みどり自然課：1,200千円）
オオシラビソ再生のための研究等

◆ 総合支庁実施事業 （総合支庁：1,180千円）
◇村山総合支庁 ・むらやま木育普及体制強化事業（森林整備課）
◇最上総合支庁 ・もがみ遊学の森活動推進事業（森林整備課）
◇置賜総合支庁 ・おきたま源流の森づくり活動推進事業（森林整備課）

◇庄内総合支庁 ・出羽庄内公益の森づくり事業（森林整備課）

◆ やまがた緑環境税広報啓発事業 （税政課：775千円）
やまがた緑環境税の周知、広報

③やまがた緑環境税の評価・検証等 （564千円）

◆ やまがた森林ノミクス県民会議(一部) (森林ノミクス推進課：114千円)
やまがた緑環境税の活用に係る意見交換、連携推進、情報共有

◆ やまがた緑環境税評価・検証委員会 （みどり自然課：450千円）
やまがた緑環境税活用事業の評価・検証等

Ⅱ+Ⅲ
（ソフト事業）

150,027千円

令和8年度の
やまがた緑環境税を活用した森づくり活動などへの参加者数の目標

（H27）60,979人 → （R8）７万人

令和8年度の
やまがた緑環境税の認知度向上の目標
（H27）45.1％ → （R8）50％

資料１


